
　自分で地図を描くことはありますか？

　山川は、この前初めて、知らない人に道案内の地図を描きました。無事にたどり着けていたら

いいのですが…。地図を描いていると、道がただの細い線ではなく、色々な人や物がこれまで

行き交った跡として感じられてきます。ふだん使っているアプリの地図にも、紙の地図帳にも、

私たちの無数の移動が埋もれています。

　このワークショップでは、公的な地図には記録されない個人的な移動経験を、ひとりひとりの

地図として描いてみます。引っ越しをたくさんしていても、同じ街にずっと暮らしていても、

それぞれの生きてきた中に様々な移動があります。ドラマチックに仕立てることなく、私たち

それぞれの移動を記し、眺め合うことで、私たちの暮らす街、この島、世界について一緒に

考えてみたいと思っています。

　私たちの移動を記した地図からどんな風景があらわれるのか、一緒に眺められるのを楽しみに

しています。
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●地図を眺めるワーク

　持ち寄った地図を並べて、この時点・地点に至るまでの私たちの移動をひとつずつたどります。

　この日はゆっくり地図を眺めて話し合います。

ワークショップ中、参加者同士でフルネームや本名を名乗る必要は

ありません。また、各自が地図に記した情報から話を進めていくので、

個人情報を無理に記す必要はありません。

地図の描き方は、山川さんが参加者の皆さんと一緒に考えます。絵や

字の得意不得意は関係ないワークショップなので、「何をどう描くのか」

という過程に興味のある方の参加をお待ちしています。

できあがった地図は、「山川陸」あるいは「Transfield Studio」の作品で

参考にしたり、引用させて頂く可能性がございます。ワークショップ外で

用いる場合は、該当する参加者の方に確認のご連絡をいたします。

できあがった地図は、スキャンを行い、横浜市民ギャラリーあざみ野と

山川さんが共同でデジタルデータとして保管します。原本は皆様にお返し

する予定です。

ほか、ワークショップの進行に応じて、実施内容が変更になる場合も

ございます。予めご了承ください。

12/13

12/19

12/23

●山川さんのプレゼンテーション

　過去作を含む様々な事例を挙げながら、個人的な地図や、時間・空間の移動にまつわる記述

　についてシェアします。

●移動を記すエクササイズ

　次回に向けたエクササイズとして、その日あったことを地図として描いてみます。

　簡単な宿題も出して終わります。

●移動を記すワーク

　宿題での準備を元に、数十年単位の長さを記し始めます。参加者同士や、山川さんが話し相手

　になりながら進行します。時間内でできるところまで進めて、残り作業は持ち帰りになります。
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さまざまな形式により、集団で共に考える状況の設計に取り組む。

Transfield Studio としての近作に《堆積に際して》（2025、東京都現代

美術館）、《Elevation -Islands and Peninsulas》シリーズ（2024-、台北

／ソウル／昌原）等のツアー作品。ほか、会場構成やセノグラフィー

による場づくり、長野県上田市の福祉施設・リベルテの活動伴走など。

引越しを繰り返した後、港北ニュータウンに 15 年住んでいました。

移動してばかり。1990 年生。https://yamakawariku.com/


